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J• a' I . ¥'¥ ,1• な J 上 ／ ,I'. ，！） 柏f i伐の；fぷも必支と 1{, J'j 
'fvJ ;'i([: Lりらと仁白分の（上がをしl，： う々いう条件E」
こJJJt!li,I:IニリL、たu それほ「ファン・ノメりノ） 17）人々
ぷI,・.，＇な二｝止条 1'!支配とも三u-.;,:, 1・「JUノJl準二 i’j
らの問題I:Jj＼（リ誕lむ 1とをヨ1んだ」からであったとソ
レヒヅシュは述へていふ Cu.J.: }) ・JI J:i：土＼・ fH i, 
l’rel，トch,u／’・ ，i.‘pp.ni1～x）。
L」!-J) Albert 0. Hirschman，“Ideologies o( 
ιconumiじ υcvelopmcntin Latill America”， Latin 
A.mcrican Issues (ed. hy A‘ 0. llirschman), 1961. 
0:UO〕 これらおよび，下記の ECLA報告の内’れ
につL、ては，北u柄，「A近10；ド問dノノノレ二ン」：／経済I,
i yジ rft？；斉，［ 5 ti5 :;J';J¥，弐
(I:ヒ11) CEPAL、，llalisisy l'ruycecivnes dcl 
l)esassull u Aι01161川、oV. Et Dernrrullo Econ山 1i，ιυ
ι！，・ la‘l rgcntina, l日59.
（注12) 後に述べる阻主主 3〔7]OJ.￥， え)jJJ以仰とな
っとL、,i;,υ
uu；りじh出ー！esA. Frankcnhoff, up. cit., p.法）2.
(itl4) 「j絡むさま：：派」 OJfンプレJrn，翁につL、ては，
I/i，日，｜ゾテソ・／メリ力 （／） “併話j芋派” I,D'γ ／ ア （Ye
,.'r,iJ, I) t主1,; 0 
（，主15) 外務省，J{rゾレピッシ L 報告，新しい貿易
I'＼協をよめス』，［ti際日 4、協4ム， 11{1fll39iJ・u
l il.16) 7、ベfン，＇h肱Ii,Ilaιia u1w dind川 iι・ade/. 
de;-,uγullυ latinoamericano, Fondo de Cultura 
Economica, M位 ico-BucnosAires, 196:1, 210p.ォ；，ν
トガノレ総阪は， Dinamica do desewvolvimento lati-





























とともに， 'iテシ・ 7 メ 1.：カ（／）J止！白山発！足。il{!:
見いたそうとする立士リポ手rtlぐな た、 イ；ヂ ｛ ,-




















る」 ιUl)とし Y レ！ーツ主ュぴ〉｜周辺地法0理制J


















二 J } の見解2.:紹介Jるにととめなければなりない
か， i向ち’d〕見解仁共通する 1ft要点と Lて，さし ！，》
f二：) , . ）ぎに’），渚l•：を指 j~：j-r- ＜，こ..l: ／）：できよ.－， 0 































に，提起ミれ 1七一連の詰t/',H~ を規定し， ff, ・Md三
を持って－・，との基本的解1！とを： 3し示すこと沿‘だき
fこ (l’rebi封じhIl, p. Iめ。
この引用からもわかるように，かれは， EJ:lO年
以後の構j立l'i-J主化のためじ町 7テン. ，＇メリ ＇11土
｜姐難な立lJiに.Lかれ， それ：）， ；：こに， n 1：，解0との道
を見いだすことが必要にな，Jたと考えるのである
（己のJぷは市 it与でi£ぺた ブレじソン :J.υ）19:lυii・：f℃：，＇j 








ン・アメ 1. りl『J現状の正体！.， 解釈に基／；かなけれ
ばならない。われわれが，世界経済の中心に位置








































1) :J；に刈する！心感， ！｜与にその搾取に主.J・ j司る疑いの ,WI内十二適用するため， γメリカで考案されたア
念であし :r, 2＇こ， l':i_; cl I「＇弘を j］：ナ1-i L、i司家を / 1）；力製青写点じいるという妙liI']え方が／トiA I 
強化す；l 二1にあるとい I／＜；えであ－ ' iこい• :24）と !:.c, わたく LJうるこんなj風潮には！心itムってL、ふわ
述べている。 けが‘ これが）j;I：尖と矛盾しているのみならず，そ
／レピヅシ l I)）経済Jι必が大衆I)) I'~ 説： td主盤と 山政治的意味が“進歩のための同盟円自体に司 7主
L, 治、J',・, .，，古い制佐山己主不の要求，..リ立（＇，、民族 にこの同盟を kJ:dるラテン・ r；.リカ諸l:k民 i})
主義l酌 i'.~ r,i:t, 251とにさ与え i、れてい〈！こ土；L 以 '.,(,J)i今 t:,lこ悪し、影響を与えるカ‘ ，：でふる。
下の 7＇レピ、ノシュ｝品想、の概要かじバ》うカ aがL、知る ラテン・アメリカはそのイメージ一一純真な現
ことができ乙が，ここヤは、 「進歩の t.~ ゅの J, i）盟J 惣（象 を， との開発の過程において投影しなけ
に対す ／， ペビヴシュ川：，c:J誌を紹介 Lておくこと it i ！ならなレノ トJしわれはわれわれなりの！感情・
にしたL、。川知のさとく， 「進歩のためのJi，］盟J j位／！：； ・行動に従って理想像を作り上げなければな
(Alianza para el I川 gresso)Iよ，社会改革（特に土地 （， なL、。進歩した闘の資本主義的発展の歴史的過
改革） ＇川j茎rr旨含む経；h,(¥-1l1jをラテン・アメリカ れ全くり返したりぬ倣したりしてi上ならなL、りあIf
























(/U7) Hirschman, 0/1. cit. の＇~·がjじ
(ill討） Ji，ん／.， p. Hi 
I iU9) J/,/J，ぃ 16.
(il::!O）“Tcori川 Ypolitic,出 lat.inoamcricanusreb.-
liv，回川《lcsarrolloeconomico”， Pedro C. M.’feich-
crt、 Revul11ci1Jn 杭・0116mica e i11dustrizaci6n en 
. l 11'ri<-a J,<1 tu，‘ l;ondo de Cultura Econr'.nnica, 
l!l/i!J）公約り
( i i:21〕 Jl,id.,p. :lS7. 
(;L22) J!,id., p. ,l57. 
<il:2:l) ノJ 〆・アメリカト：）ノける民族主よえはラ
I'" ,i) Ii.'自主.LA.'1 l '.J!lこ，バン・／ハ！カニメムに，，： j 
ミン・ γ／／・アメリカニベノ、 Jc／・は大1-R-J・;., ' ;・ 
リスムが強い（たとえば，ArtherP. Whitaker, Natio-
11alism in Latin ,1merica, Univ.。fFlorida Press, 
I＇川2，主！Ki〕。ソレ！ッシュの従i＇；.＇.：.：.肢はこのjil,Jれにふ










1、とL l 梓態lI I、ζ，ノレ L.ソノ L ! i古1，、こil i l正
弘lした。このときの；伏fitに〆パ、℃U:, l'rehisch 1I y、
【 fン＂ 1:t< ,・ (!, ! ;,: ＇こ，;fl'・'.・ .t！白、 LAF’I七1手，＇；J，＼（γ、
t:. t, LAF’l.＼；二It舟＂わILこアど『l 力主 11W.させ！
↑r J＞決 I継がれなわれζ いるυ
Ul:'.'I; I ・j' > . ：， γ ＂ i t ）！七月1j;!「Hi，【 v):frt,・rWi iぷ調子与
はこある υかれが， γメリブJJ）イニシア FソυJもとでufi
，らi, ' r ilf!I, よ二グハ， ,1 mu 1 , i)J上 ・, / i ¥.I鮪’： l'i 
って！町、るかlt, ！日1οよソに.｝）J,hζ ，J（伐にあるか，
Mにそυキ立JYγる小什片、によ＇ごかれ u)f l>Vi+HI: ! 
. .r: ，，命す〆•＇ c')Ll:, ・＂＇ま lJ! , 1'-,il hる，
(il:l7〕 .John C. Dreie1 c,l., Th,・ . lllia11cc fur 
l 'rogr,・.,s, 1 '1 o／，／川口 a11d J'，’rs;,・, tin•s. The Johns 
l lopkins I’re制. l従,i;：， ’：r’之日）］,fl{, w辺tJI；しI)fよめの1,]¥i'J・ 
li'J阻止＇ )1，：望』‘ 1九1品研i1•/i, 19ti:l与所 Iiムヲウハ
プレヒ γ シュ， I[nj i¥／にれける縦 t斤r1iJ(pp. 58～品。〉
（カァコ［i']IL引／1f ), 
皿 つL ビソシ j の経j所思危！の概要
.,c { Tγートう？によって行ti:,I i ;I lたに1ざ、hL、。
本車は． 主として前章に述べたブ。レビ、ソシ斗の












(centrnl countries, the cじnter）と， それ以外の周辺
ぷWII i川 ipherλi仁ounlrics, thむ pl'riphじry）と仁i生活IJ
十でに；£八たにうにゾレビッシュ山理論と思想 することである。かつて一般に使われていた先進
! J:，戦後ィハ10数年にわle.＇.） てECLA o HiJI究を ilL〆 IYIこ対一iる後i1tLI1とL、う言葉μ代わ p・c, I似開発
，.！・各種（／）険会，.： ~ j L、て｜りlらかにぎれて雪，にもので すl'i!JiLJ「閣発途上の諸国iといろ諮が現在使われて
あり，しかもそのー在日は若干の政治的色彩を，＇~f(_){ L、るが， 7＂レビッシュの論文， ECLAの研究びJ多
C L、る干j ) ）で昔l ・' Jこ。 Lたが／？一亡、 そjlらはきわ くに,l.i L、ては， この了，喰が－／1引こ使Jlされど》以前
めて多岐にわたるとともに，必ずしも論理的に刊 から，絞近のプレビッシュ報告（il31Jに至るまでー
はして L、うわじでi土な 1, • C こ化ことかん，狭義ぴJ I:｛して｜河辺［El！と L、う言葉が用いんれてi"Iこo
iプレビッシュ理論jさえ｜多くの検討は行なわ ［プレピ、ソシュ理論Jが1次産品の需要停滞と交
I l午が，・I t,，よい／）大部分ポかZl））多量的議論山号 ら；条ftjの悪化＇ニょっ L，開発の度合ャにはかかわ
rmにかかわるものであり， しかもその一部にIlし りなく，工業に特化する国と 1次産品生産に特化
l、さえ，，，＇：い Tニ解釈l二）色づく批判よこ》たj1,U8J 寸る以との間に所得格差が， 必然的に'tずふこと
（ブラシタース）のであり，「著名な経済学者の多く をその主要論点としていることから， それぞれの
から批判Lt行なわれな／J，リも， プレヒァシュJli諭 7イブ「内閣を， 中心pj，周辺出とし－ci<J}IJしたこ
はこれ主ヤ完全に：If{tliされプとてといt.:かった； 土は ULろ当然であったといえようけ開発の度合
U1.29l （ベイヤー）といわれたのであるo b、が， 所得の大小に関係しているとし、う判断を言
したか.，て， ／レビノー／ユ内経済M}.}tl,の概i長企 外iこ古む f抵開発国J「［掲発途上国jは，上記の
明らかにすることはいっそう困難であり， その試 関係を明らかにするためには適当ではないからで







: ~ -L A '. ：ま， これら周辺川上 l次8:1 i1t:産：ニ特化し
て」、心ということから， 1f1,C_，、いI' ,; ) 1/¥Jに成長率の




二， Iことは， Economic万1iru(vo( IA.din America 
/YJ.1/ ,; .1第 1部におレてI）］小（｛］にゆ］らかにされてい
ここでは， かれのけ：［J｜〆ん lに rンとメキシ





υ1 l41i 1 ＼を通じて世界貿%に参加！た Jキシコとは
妊流発展の二つの極端たJM{tて，＇.；， i'.1 L述べる。そ


















<, とこ／’バ川】のなのであるj Ul:¥2:1 
2, プレピッシュ理論の核心 （'¥:J:l) 
1 l 1~·· ・/ J ユ理論は，上記山、l:うl.cq1心hiと周
辺i111 > L止 l洋経済の中における l~H系金 iり！心冷‘にする
ものであるυ そしてその両者の関係の根本は，そ
れぞれが特化する工業品と 1次産品の需要成長率
の格盤と， 1 次産1\hの交易条件悪化の命題（プレ 1~··
,_ c'l （，自！也）にある。
I－＿・来品 ＇： I次産品の需要成長 t・ょの格差i上、 主と












弾性は尚く， たとえば 1.3とすれば， f苦am国が中
心l1i1: lr,'J様；1%の国民所得成長不を維持するため
には町；：.！1%の輸入成長率が必要となずべ，トレー




なわねばならない（Pre！丸山hI～lI，特に I,pp. 253～ 
254) 
｛三｝ 二の対応がスムースiこ行なわれれば， 1 
1965030031.TIF
;5:iI'f 1'!1需安♂1r＆｛ミが！日付的におそくを士、生庄が 条｛＇！＂－ の悪化土いろ対外的lJj片：守要区］ (external hnt¥,. 
二円需要のおそ＇.、子ンホ 1に適応す之：》力通き、 l）、 I；：欠 1〕《忌t匂
F手一i'価格はE；化しなし、ごしカ‘L, ;f:C）ためiごl土、 輸i：＼の停｝帯は，トレ一ド.J子ヤ、ソフ。をひきおこし， 
］；う：i杢SI，牛：号？一im門の労1効力♂）余乗lj;t、 詰，）ミに｛也び〉 交弓条何争の；誓｛U・t, I、Lード・ギγ、ソ，・を主す主す
,¥)/I十jすたわ ・t＇丁一世m:r11に同収されJi:tti:1・,t,:，・.、 初；たー！るものである。つ走りの｛tcrnalhottlenerk 
L乃、れ 11k1守M1lfI年rn1可cハ，1,_,fJt1i',1Lう二 jt:：山ti、 : I，斡入；；B；要ξ輸入能力の｜？？斧（対外不JfJ侍ilそL
L業計1w1，、び）労働力のi実l'ZI士、 仁！）い.' ，ごう必嵯 亡J¥l）れる f，のといえる.，
どぺど｝ι 般の周辺［耳に：til、ア（士二の二三 it十分 j1~誌の「一／レピ、ソシュ｝巴治 l i.t, したが，) .ご中
J可能ではない l；州主S1'i1I，庄は需要そ越えて，その 心！f'iど周辺同土の問係のたかに，周辺同が必然的
/il it名l士相 <cfi'r.Jに／！1:I刊、交易条件it主化せざ；：，を にほ1crnal i附 ttlencckを生ぜぎるをえなし・ 1-1 
;, f仁L、（｜】rc¥,i,-¥1 I l、I!i 刊に Il,pド 7パ～7')1,:1n 二ノ；I,tr明らかにー！と》 ιのとし、う三ともでぎる｝
3. 対外的制約要因に対する政策提言
r :i 1 他方、 工業｛ヒカリ並んで I, i’I rldT Jよれ，i.1 nトが｝プL 1:・ . , ;_.－←v Hl1命！の絞心的ti:主要丸、
力二ズム (I)i,どで（ア）工業化iに交.t）条f'!:（け悪化円 論｝，＇,i、であろが， ';' レ1二.•＇／シ＿－，＿ (1)経済政策提三l士、
所得移i十工、をひラお三寸γ 新L, ,[q／、JT'titr!1心11 これ「〉の論点をt.;慌にして、 どの上うにJhj辺1'1の
わi司じ寸4主任｝ヒ斡して生産性がl¥＇.、／J'c")' 周辺iI¥ 続流発展に与ト！ろ対外的制約要肉を克服するベラ
の輸入f¥r, r. 't i'1刀； 1p，〔、ri.1).(・, ,nう:'i'f1lih輸入品！： か完了，；（.，； Lたものであるの 以 F，それぞれの論点に
疏争L勺ど】 Jヤめには，為to干しート山山！、会け ，￥(i人.＇／ 社1,L.L仁 左の仁う tc提iiが行たわれたかを繋時
IQ1l価格の上川）方、， i主全水準の1.JIFげに上〆 pて交 L Kう〉
日条fq:,n恵、イヒををけ入わなけれ（fな九 t;, 、！I’r<'hi- 「日｝ おl：ご j,•Jnてさわた最｛〉じ主要h提 i ：：上， JNJ 
,cl, I. p. '.:i; :t.; lひ；1ppenrli：－、 l'rl'hi,chIl, p. 71i), ;lJI'. lのT主化であるの 1次産品需要と製造工業品
C 1 I 二円：：らにして l［ミずJ：》交g条付入り悪化il: -J,：要約成長率に格年が存｛EL CI !J, I斗家間の性
一般のf氏開発［1；三千f千lする大尽：Lハi台、｛t'(Y.J会事Fi行動 jl'f’要素び）干名郡jが行なわれたレわであるかr, その
人1(I）千（Ji’l～ 叶＇土賃 1そそ押し下lf弓f頃i,1をf-:;'・) 終Xかん＇ tず芯周辺！＂E¥rJ）トレード.，＇（ γ ソ－；＇（！＞ jJ:
三土： : t ＇て， L、J Jごろ弛iめ心Ji之，, i.';J i) I klの労 大を修正するl唯一山）Jif、；士，輸入代林工業｛じであ
働中［l(,！， 相社［！りに弱L、の i.，てのためであり、小心 三） !I’！じl,isc、h1，ド＇.＇ :i:, I, p. 16以トjゎ輸入代脊仁
\tj(I) 強力な’）yf~/J組｛；－ 1アイUr'·, iJ1心11,'l 1：主品i 主化：t-rJ1切の論文かれ一1をして主張されどL、るが
J:l；における羽！i''-: L、行；J]lj「主的など：i士、 J,'d；立i正Ici公 判にI9,J9{f cTJ論文 (I》rehis,・hI）において強調さ,ti,
M条｛＇！：悪化（／））京閃とたぺて L、ぷ l:l'fhi向 hi～1 I, 二び），議文そ祁介したブランケンホフlt I .:r：主化。〉




必z要性、 プ＂ 1., ピヴシコ理論とその結論はまさにこ
の，，＼iZふる iと述へたほどであろJ しかし前要路
左’上 I)坐するト Lード・下 γ ソブ今に対処するため
に必＇｝ Qi(二Eを論じたのは， 各［＋.lの実JiE伊JT1庁究に

















,., J必I震を述べたものである f 二）1 C，；主，プレピーソ














































































同市場形院の論ji/!lである（I’rl'hi到 J, lI, Pl入＇.！（if；～
ゴi9, I' re his,・ h ) I,p.併 ）＇，下）
つぎに交易条件の悪化も 1問単位でこれを阻止











































L たが＇ －~、 11f1Ni·勺］：主 ii二日 点、三れた同封t る1-'it在l'{J也位i上本来のドirtl経済におけど〉続小止
にせL山てL•;:,(''It, I / における上－－， tc：仁業化 経済機構の機能を非効マ字的なものとするけまた，
ii'~f主におけどj トレ－－ : . Vγ 、に7"G') ¥ ＇－－－.ぞうのお； これらはし、ずれも、有能な人間が社会各層かt）出
）；•ノ〉みでは h¥ ¥. てその能力を発揮する二 Eを妨げ，社会全体にと
一ァし 1 r ；つれJ勺げもでいζ，Pl内（｛）［！；：片よj要［工l,n-J 勺ど現代技術に必要なイニシアチ 7＇と能力内発展
・Wt，：！，，）円、 n ト• I）仁 ，－） ＼ぺ径がjj→；3三止がてfデラ 1: 7J二1/}jiy人,Itる（！，，JI-_,P-27～：1）。
n1ム川l,j内（r'Jfl,IJ;'({－］要!Alにけする政策提出上 C，、 1,'
il l-i＇吉野本円子、 ！t':.三；／l ftf民間充IT:！の制度l下j・慣 (41 資本形成士行なうために， f¥'lj所得1f胞のm
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,oレiデツ＞ .・, :i, 交め条f'j：悪化に l~lす／〉かれと
E(:LAの分析』二つ二、て，［それらの説明の断片［向性
格山村）えl二， ;! ）ィも,i）れの考えは必ず Lも正確に解










と述ぺている（尚L pp. 16～ 
竺うして， しどいにゆるぎない重要十生会得るに





日いうべき川ウエルソンも LatinA mericα， To・





なかかれム fl身、つ独自の想論を持 1 ているといiヱ































そして同会議の fレビッシ L ・レポ・一 十に対して
trせられた批判・絹介も，必干しも を射たも
のではなかった。
すなわん， プレじプシュ・ Lポー iを［ーそのyq1
論の性格は植民地主義政策に加担するものにすぎ
ないj' l〕：19：，としたり，また ECLAiよ ECAFE,
ECAとともに，「Yメリカを中心とした帝国主義
諸凶および独占資本が新興諸国の経済的独立をjl;-
1,;Jで妨；「， 資源 l二1j J去を共iぃjて収奪， た配する／：
めの手段J《，L4oJたる｜集団的植民地主議］の役割
乞演じてL、るとし、川議論がjJぷわれ乙 ）J, ア L
ピッシュの理論的前提（PrebischI＼にの第 ljfむを
まったく抜きにしで‘ その政策提誌のみを切りは
lしてlie,JI二げ， fl¥l羽発t手ic＇）勝手な flJ'/[I, ／ごと非対（
する人々も少なくなかった。






,.,U7) ゾし i ヅ／ユ［ 叫する抗 IJ,l, j二と i ～／バ
H JJ]J.，ぬそ i})l.1 i}) c': それを央付けるうど幼条件J出化ω
WJ~ に問ずるもゆであるが、ニれらに J ル、ては，－J'/1',f,:':;,
レピッシ L ド：：諭＜｝）絞r亡 1 台、みJ!, ', I，札
( d::l8) John I'. Powel針。11, Latin .¥111erica, Tud-
uy、Ecv110川 iじ andSocial Rcvolutiun, New Yoτ・k> 
_['l1,1, p. 294. 
C,L~9) 杉本l/1じ， r，対北問題ω中vJIMF, Il；おu.
『L コノミスト J], 1964年・9月8日， 58ベーン。
（；七－10) Iiιft ,1；志rn,「‘＇f!;f菊発出iJi.向” と！ Iノ十しJ
f比刈」，『AALAと新他上心地主義』， 1964年，68ヘーンυ
（，凋it研究f,1ラテン・アメリカ調k'i:)
